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毎月第４木曜日掲載（予定）企画・制作：神奈川新聞社クロスメディア営業局

厚木産小麦から地ビール厚木産小麦から地ビール
 爽やかな喉ごし楽しんで 爽やかな喉ごし楽しんで

月号7JAあつぎ  さがみビール

記事でご紹介した「さがみビール（3本）」を５名様にプレゼント！ご希望の方は、ハガキに氏名、年齢（20歳以上の方
に限ります）、性別、住所、電話番号、感想をご記入の上、〒231-8445（住所不要）神奈川新聞社クロスメディア営業局
「推しの一品」プレゼント係まで。７月28日消印有効。当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。お送り
いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。右記のQRコードからもご応募いただけます。

プレゼント
ご応募は

こちらから
今月の

「夢未市」
所在地：厚木市温水 255
電　話：046-290-0141

「グリーンセンター」
所在地：厚木市三田 1827-1
　　　　（営農経済センター「あぐりべぇ」内）
電　話：046-241-6150

◀ 夢未市ＨＰ グリーンセンターＨＰ▶ 

　冷えたビールがひときわおいしい夏。JAあつぎでは厚木産の小
麦を原料とした地ビール「さがみビール」のPRに力を入れている。
　JAは、耕作放棄地・遊休農地の解消と新規就農者を含めた農
業従事者への支援を目指し、2014年から小麦・大豆の生産と
農地利用を拡大。地元産小麦を使ったうどんは「かながわブラ
ンド」に登録され、18年からはさがみビールの販売を開始した。
　製造は地元の黄金井酒造（厚木市七沢）。東丹沢山麓から出る
伏流水で仕込まれたビールは、熱による殺菌や酵母のろ過をせ
ず、麦100％の酵母を生かした。小麦の風味とほのかな酸味、
フルーティーで爽やかな喉ごしが特長で、食中酒として料理と
一緒に楽しむこともできる。
　現在域内ではおよそ3.7ヘクタールで小麦が栽培され、収穫
後の乾燥、調整（選別）を経て、粒の良いものをJAが買い取る
という流れだ。担当者は「地元産小麦を使った製品が広く知ら
れて販売につながれば、農業従事者の所得と意欲の向上、耕作
放棄地の解消と農地拡大につながっていく。これからも支援に
力を入れていきたい」と話している。


